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この中を流れる水量：Q＝K×A×I
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地表面� 勾配：I
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シリーズ�

土木遺産�

3 三国港�
エッセル堤について�
三国港�
エッセル堤について�
編集委員 ： 株式会社建設技術研究所�

水摩  智嘉�

「先人の偉大な発想・技術・努力」や綿 と々続けられてきた
維持、管理に敬意を表して、その意義やすばらしさを多くの
人々に伝えることを目的として、土木学会が選奨するもの
である。2004年認定��
名称 ： 三国港エッセル堤��
評価ランク ： A��
コメント ： 設計 エッセル、施工 デ・レイケ。明治13年に完

成した、長さ515m幅9mの長大な石防波堤（空
積）。「野蒜」「三角」と並ぶ明治初期の三大港
湾事業である。��

※評価ランクとは技術・意匠・系譜の評価をAからCの3段階で総
合評価するもの�

●概要�
　福井県三国町の三国港エッセル堤（三国港突堤）
は、三角港（熊本県）、野蒜港（宮城県）と並び「明
治三大築港」といわれています。この三国港突堤は
重要文化財に指定されており、土木遺産としての突
堤の指定は全国で初めてです。�
　三国港突堤は、右にサンセットビーチ、左に九頭竜
川の河口を見ながらゆるやかな弧を描く港湾施設で
あり、明治11年（1878年）に着工、18年（1885年）
に完成しました。�
　堤長511m、幅約9mの石造構造物で、その平面
形状により船舶の入港を妨げる漂砂と波浪を防御す
るとともに、川の流速を維持しつつ上流からの土砂を
海に押し流す「防波堤」と「導流堤」の機能を備え
ています。�

●三国港突堤ができた背景�
  福井県を貫流する九頭竜川河口の三国湊は、古
来より物資の集散する越前国の玄関として発展し、
明治の初めには、北前船交易の隆盛により、繁栄の
極みに達していました。�

　しかし、上流から運ばれる土砂が堆積し、船の出入
りに支障をきたしたので、河口に防波堤（三国港突堤）
を築いたのです。�

●設計者�
　土砂の河口堆積に難渋した住人の要請と協力に
より、みくに龍翔館をも手がけた大阪土木局のオラン
ダ人工師エッセルが設計見積を行い、デ・レイケを監
督として施工、建設を行いました。�
　なお、ここで、おもしろい情報があります。この三国
突堤を設計したエッセルは、なんと「だまし絵」で有名
なM・C・エッシャーのお父さんだそうです。（エッシャー
は五男）�

●特色�
　防波堤の構造は、「粗朶沈床という雑木を利用し
た独特の工法で、粗朶（クヌギやナラなどの苔枝を
束ねたもの）をかご状に組んで、その中に石を入れ沈
めたもの」を基礎として、その上に砕石を投じ、直径
1.5mの巨石を被覆石として2～3割の法面勾配で積
んだオランダ式の工法です。�
　この工法は、直接石を沈める方法より、波の影響
を受けにくく安定した構造になっています。 �
　こんなとき、日本では松材を使ってきたようですが、
三国港突堤では松は使いませんでした。オランダ人
技術者のデ・レイケは「若い松の木まで伐採してしま
うと山から大量の土砂が流れ出す。その土砂の堆積
を防ぐにまた松の木を切る。タコが自分の足を食うよ
うなものだ」と言って諭したそうです。�
　合理的で視野の広い考えです。�

●コスト�
　この突堤にかかった費用は約30万円（現在の費
用で30億から40億円）でありこのうち、約8万円は三
国の豪商たちが負担したそうです。�

●おわりに�
　最近、東南アジアでは自然にやさしい港湾技術へ
の関心が高まっており、三国港突堤の見学者も増え
てきているそうです。�
　日本海の荒波のなかで120年間、揺らぐことなく持
ちこたえている「三国港突堤」は、わが国の重要な文
化遺産の一つです。昔の、しかし優れた技術が正当
に評価され、異国の港建設に活用されることは、大い
に喜ばしいことです。�
　ただ、江戸時代から明治初期にかけて北前船の
時代に繁栄した三国港は、いまは九頭竜川河口の
土砂の堆積に悩まされています（商業港としての役
割が失われつつある）。これを機能回復し、優れた土
木遺産を活かすことが我々現代の土木技術者の使
命だと思います。�

●三国港へのアクセスは…�
JR大阪駅から特急・サンダーバードで福井駅へ（1時間50分）、�
更に乗換え、えちぜん鉄道福井駅から終点三国港駅（45分）より徒歩5分です。�

弁当忘れても、傘忘れるな。�
　大阪の快天が嘘のように三国は雨。傘も持たずに来てしまった我々
は、えちぜん鉄道の忘れ物傘をお借りするはめになりました。呑み込ま
れそうな荒 し々い波、凍てつく寒さにどんよりした灰色の空があいまって
日本海の冬の厳しさをかもし出していました。こんな所で育った魚介類
はさぞかし身も締まって美味しいことでしょう。突堤に隣接しているサン
セットビーチには「ゆあぽーと」（三国温泉）があり、夕陽を眺めながらの
入浴も楽しめるはずでした…が、訪問日の水曜日は定休日。よりいっそ
う寒さが身にしみました。�
　漁港沿いから三国の街中へ行くと、北前船で栄えていた頃の古い
佇まいがひっそりと続いています。港銭取立所跡、三国湊口留番所跡、
思案橋、魚志楼、高見順の生家、大和甘林堂、旧森田銀行本店など
を散策してみてはいかがでしょうか。通りがかりに酒屋の店主が何かい
いもの見せてくれるかもしれません。�
　また、三国駅の山側には、G.A.エッセル設計のみくに龍翔館（元：小
学校、現：郷土資料館）がそびえ立っています。しかし、またしても水曜
日が定休日。三国へお出かけの際は、水曜日と雨にはお気をつけ下さい。�
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景観デザイン手法研究委員会� 地盤環境・防災の次世代技術�
に関する研究委員会�

PI（パブリックインボルブメント）�
に関する研究委員会�

斜面防災研究委員会� 水辺空間の維持に関する�
研究委員会�

橋梁維持管理研究委員会�

コンクリート構造物の高性能化�
研究委員会�

橋梁形式研究委員会�

橋梁環境と限界状態設計法�
研究委員会�

アセットマネジメント研究委員会�

10の研究委員会の活動報告�
現在、技術部会の各研究委員会においては、建設コン
サルタンツ協会近畿支部に所属する技術者の質の向上
を図るだけでなく、学識委員を加えた先進的な研究を
進めています。これからのコンサルタントには専門分
野に精通したエキスパートというだけにとどまらず、
総合的な解析・判断、環境や社会に対する影響を十分
に考慮した倫理的な行動が求められます。熱意ある技
術者が今日もさまざまな委員会活動を続けています。�

技術委員会�総務委員会� 高速道路委員会�
福井地域委員会�
滋賀地域委員会�
京都地域委員会�
大阪地域委員会�
兵庫地域委員会�
奈良地域委員会�
和歌山地域委員会�

広報委員会�

情報システム委員会�厚生委員会� 会誌・HP委員会�

研究発表委員会�調査委員会�

統括研究委員会�

災害対策委員会�

独禁法委員会�

総会�

役員会�

支部長�選挙管理委員会�

支部行事委員会�

参与会�

副支部長�

事務局�

副支部長�

地域部会�広報部会�技術部会�総務部会�

近畿支部の組織図�技術の明日をみつめて！！�

近畿支部研究委員会�
正会員数：133社�

技術研究会員数：89社�

委員長�
榊原 和彦 氏�
【大阪産業大学教授】�

委員長�
田中 泰雄 氏�
【神戸大学教授】�

委員長�
小林 潔司 氏�
【京都大学大学院教授】�

委員長�
沖村 孝 氏�
【神戸大学教授】�

委員長�
禰津 家久 氏�
【京都大学大学院教授】�

委員長�
金 裕哲 氏�
【大阪大学教授】�

委員長�
平澤 征夫 氏�
【中部大学教授】�

委員長�
栗田 章光 氏�
【大阪工業大学教授】�

委員長�
北田 俊行 氏�
【大阪市立大学教授】�

委員長�
古田 均 氏�
【関西大学教授】�

国土交通省が「美しい国づくり政策大綱」を03年7月に公表
し、近畿地方整備局は「美しい近畿への道しるべ－近畿の
景観宣言」を04年6月に発表。さらに04年12月景観緑三法
の施行等により、景観づくり、景観コンサルティング業務は
大きな変化を迫られています。分科会では、q公共事業の今
後のあり方と景観・デザインの動向、w自然共生と景観デザ
イン、e景観法と景観行政・景観業務の新動向、をテーマと
していますが、さらに景観緑三法との関連において、q公共
事業の景観・デザイン、w緑の景観・デザイン、e景観まち
づくり、を加えて研究課題とし、それらの要請に応えます。
本年4月より3年間、新メンバーで活動を継続する予定。�

地盤工学の観点から、環境・防災問題などこれからの社会基
盤整備において検討が必要な課題について、次世代を担う新
技術・知見について研究を行うことを目的としています。「防
災」「環境」「性能」「再生」をキーワードに分科会を設置し、
環境・防災分野における現状の課題と今後の展望について研
究を行うとともに、地盤の性能評価技術及び都市機能の再生
に関する研究を行っています。21世紀に入って世界は非常
に変化の激しい時代となり、建設分野も常に未来を考えてい
く必要があります。時代の流れに対する感覚を鍛え、地盤工
学を通じた社会への貢献を議論し、研鑽と資質向上に努めて
います。�

PI事例に関する文献やヒアリング調査を通じ、わが国におけ
るPIの基本的な考え方やPIを推進していく上での、課題につ
いて幅広く検討しています。河川事業と道路事業に関するPI
実施事例の分析を行い、アカウンタビリティに関する理論的
研究、PI導入の必要性やPI手法の整理、課題の抽出を進めま
した。また、PIプロセスにおける討論過程に対してプロトコ
ル分析を実施し、円滑なコミュニケーションのための方策等
について、理論的実践的側面から検討しました。わが国の実
情に合ったPI手法のあり方やPIプロセスを進めるにあたって
コンサルタント技術者が果たすべき役割について提言します。
本年4月より3年間、新メンバーで活動を継続する予定。�

近年の都市域の拡大に伴う土砂災害の危険地域の増加、局所
的な豪雨による甚大な斜面災害の発生等、人命に関わる課題
が山積しています。斜面災害の防止という観点から斜面災害
の現状を認識し、社会基盤の維持管理という観点から斜面の
風化や既存施設の老朽化等を踏まえた斜面維持管理手法や補
修技術を実務的に集約するとともに、対策の優先順位につい
ても研究を進めています。主な研究テーマは、q法枠の老朽化、
破損、変状の原因究明、w補強土工法の整理と課題の抽出、
e時間項を評価した新たな解析手法の提案、r日常管理の問
題点と新しい点検手法の提案、t現状の対策工を評価した施
工順位優先手法の提案等です。本年4月より3年間、新メンバー
で活動を継続する予定。�

昨今のわが国の橋梁建設においてはコスト縮減と環境保全が
強く求められています。本委員会は、安全性はもちろんのこと、
環境に配慮し、経済的で耐久性に富んだ中小スパンの橋梁を
施工条件に応じて提案できるよう、国内外における最新の情報・
資料を調査・分析し、その成果を会員に提供することを目的
としています。q小スパン橋　w中スパン橋　e下部工及び
基礎工　r橋梁のミニマムメンテナンス　の4分科会におい
ては、限界状態設計法を視野に入れ、コスト・ハイブリッド・
メンテナンスをキーワードとして研究活動しています。�

最近、各地でコンクリート構造物の損傷劣化が問題となり、
既存コンクリート構造物の維持管理・補修技術に関して多方
面にわたる研究が進展しています。一方、これから構築され
ていくコンクリート構造物の損傷予防の視点からの研究はま
だ少なく、本委員会では今後構築するコンクリート構造物の“長
寿命化、ライフタイム、維持管理”に着目して調査研究を行
います。qコンクリート構造物の長寿命化のための材料及び
施工法に関する調査研究、w維持管理がしやすく、ライフタ
イムコストの低減を図れるようにするための、材料、構造、
記録方式などを含むシステムにおける工夫事例の収集、e長
寿命化を目指した新たな維持管理計画の策定　をテーマとし
ています。�

砂防ダムによる流出土砂量の変化やダム等の河川横断工作物
による土砂移動の連続性の遮断や土砂採取によって、下流河
川の一部区間で河床材料の粗粒化や低水路内の河床の低下及
び流路の固定化を招いています。これらのことによって河川
環境に変化がみられ、河川からの流入土砂量の減少等により
海岸環境にも変化が見られます。水系一環の中で広い意味で
の環境（生態系や横断流域等）の変化の要因をこれまでの治
水事業との関連を踏まえてレビューし、今後の河川及び海岸
での水辺空間のあり方について検討しています。今後、q水
防災と維持管理、w水環境と維持管理、e住民とのかかわり
と維持管理の各項目について検討を行います。�

社会資本である橋梁を適切に維持管理し、いかに長く安全に
安心して供用していくかが大きな社会的かつ経済的要求となっ
ています。橋梁の形式は多種多様であり、供用環境や建設時
期の違いにより劣化程度や損傷状況が異なるなど、既存橋梁
を効率よく維持管理するには、解決しておくべき多くの問題
があります。本委員会は、既存橋梁の点検・評価・判定、補修・
補強における材料・工法選定、効果の評価方法等に関する技
術情報の整理、問題点の抽出など、橋梁の安全・安心の確保
と長寿命化に向けた調査研究を行っています。前年度は「官
学民」共同研究の一環として鋼ゲルバー桁橋を試験フィール
ドとしましたが、今後も共同研究を積極的に行い、その成果
を広く社会に提言していきたいと考えています。�

これまで日本の橋梁は主として低コスト・機能優先・安全の
確保を基調として必要に応じて大量に、且つ殆ど同時期に建
設されてきました。しかし、最近は、橋梁による「環境」負
荷の軽減が重要視されています。近く改定される道路橋示方
書には限界状態設計法に基づいた性能照査型設計法が取り入
れられることになっていますが、限界状態設計法の普及度及
び建設コンサルタントの理解度はまだ十分とはいえません。
本委員会は、限界状態設計法の理解を助ける資料の作成、環
境に配慮した新しい橋梁の開発、既存橋梁の高機能化への創
造技術及び環境に関する橋梁の各種限界状態の明確化と照査
法について検討することを目的として活動しています。�

近年、現存する社会資本の効果的な運用・維持管理が極めて
重要な課題となってきています。限られた予算条件の下で、
効率的且効果的な社会資本基盤の運用・管理ができるマネジ
メントシステム（アセットマネジメントシステム）を構築し、
わが国に導入・普及していく上での課題を検討し、その適用
方策を提言することを目的としています。活動2年目からは
q便益分科会（マネジメントできるレベルの外部コストある
いは便益を考慮したLCCなどの評価指標を提案）、wLCC分
科会（LCCを用いた既設構造物の最適補修戦略の立案）に分
かれて活動しています。�
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（株）アーバン・エース�
106-6359-2752

◇◇ 福井県 ◇◇�

◇◇ 滋賀県 ◇◇�

◇◇ 京都府 ◇◇�

◇◇ 大阪府 ◇◇� ◇◇ 奈良県 ◇◇�

◇◇ 和歌山県 ◇◇�

◇◇ 兵庫県 ◇◇�

（株）かんこう�
106-6935-6920

国土工営コンサルタンツ（株）�
106-6243-3242

内外エンジニアリング（株）�
1075-933-5111

（株）中川設計事務所�
106-6302-7301

（株）日建設計シビル 大阪事務所�
106-6229-6399

（株）日構シーエスエス�
106-6747-1900

中日本建設コンサルタント（株）大阪支社�
106-6363-3441

（株）中山綜合コンサルタント�
1073-455-6335

（株）浪速技研コンサルタント�
10726-23-3695

南海カツマ（株）関西支社�
10722-41-8561

（株）ニコス�
10796-42-2905

（株）日建技術コンサルタント�
106-6766-3900

（株）日建設計 大阪�
106-6229-6399

（株）日産技術コンサルタント�
106-6944-0669

（株）日水コン 大阪支所�
106-6398-1658

アーステック（株）�
10749-63-2096

日本技術開発（株）大阪支社�
106-6359-5341

（株）日本建設技術社 大阪事務所�
106-6321-5567

日本建設コンサルタント（株）大阪支社�
106-6453-3033

日本工営（株）大阪支店�
106-6449-5800

日本構造技術（株） 大阪支社�
106-6447-2800

（株）日本構造橋梁研究所 大阪支社�
106-6203-2552

日本交通技術（株） 大阪支店�
106-6371-3843

（株）日本港湾コンサルタント 関西支社�
1078-251-6234

日本シビックコンサルタント（株）�
西日本事業部大阪支店  106-6309-7500

日本振興（株）�
10724-84-5200

（株）ニュージェック�
106-6374-4901

パシフィックコンサルタンツ（株）大阪本社�
106-4964-2222

（株）パスコ 関西事業部�
106-6214-6700

（株）八州 関西支社�
106-6305-3245

（株）阪神コンサルタンツ�
10742-36-0211

阪神測建（株）�
1078-332-5895

（株）ピーエムコンサルタント�
106-6263-5061

（株）吹上技研コンサルタント�
1075-332-6111

扶桑設計コンサルタント（株）�
106-6533-6688

（株）復建エンジニヤリング 大阪支社�
106-6838-3271

復建調査設計（株） 大阪支社�
106-6392-7200

（株）プレック研究所 大阪事務所�
106-6445-5900

（株）間瀬コンサルタント 大阪支店�
106-6385-0891

（株）水建設コンサルタント�
106-6946-6131

三井共同建設コンサルタント（株）�
関西支社　106-6599-6011

明治コンサルタント（株） 大阪支店�
10727-51-1659

八千代エンジニヤリング（株） 大阪支店�
106-6945-9200

（株）横浜コンサルティングセンター�
 大阪支店　106-6885-0964

（株）ワールド�
106-6489-0261

和歌山航測（株）�
1073-462-1231

和建技術（株）�
1073-447-3913

ワコウコンサルタント（株）�
1073-477-1115

大成エンジニアリング（株） 大阪支店�
106-6990-4101

大日コンサルタント（株） 大阪支社�
106-6838-1355

大日本コンサルタント（株） 大阪支社�
106-6541-5601

（株）ダイヤコンサルタント 関西支社�
106-6339-9141

大和設計（株）�
106-6385-6101

玉野総合コンサルタント（株） 大阪支店�
106-6452-9311

中央開発（株）関西支社�
106-6386-3691

中央コンサルタンツ（株）大阪支店�
106-6268-2541

中央復建コンサルタンツ（株）�
106-6160-1121

（株）長大 大阪支社�
106-6541-5793

（株）千代田コンサルタント 大阪支店�
106-6441-0665

（株）帝国コンサルタント�
10778-24-0001

（株）トーニチコンサルタント 西日本支社�
106-6316-1491

東京エンジニアリング（株）大阪支社�
106-4791-0720

（株）東京建設コンサルタント 関西支店�
106-6100-0220

（株）東建ジオテック 大阪支店 �
10722-65-2651

（株）東光コンサルタンツ 大阪支店  �
106-6282-6660

東洋技研コンサルタント（株） �
106-6886-1081

（株）都市建設コンサルタント �
106-6555-1661 

国土防災技術（株）関西支店�
106-6136-9911

（株）大建技術コンサルタンツ�
106-6396-3011

サンキコンサルタンツ（株）大阪支店�
106-6379-2022

サンコーコンサルタント（株） 大阪支店�
106-4702-5230

（株）サンヨーナイスコーポレーション�
106-6787-3271 

（株）三洋テクノマリン 大阪支社�
106-6341-2600 

三和建設コンサルタンツ（株）大阪支店�
106-6366-5311

（株）サンワコン�
10776-36-2790

（株）シードコンサルタント�
10742-33-2755

太洋エンジニアリング（株）�
10742-33-6660

ジェイアール西日本コンサルタンツ（株）�
106-6303-6971

ジビル調査設計（株）�
10776-23-7155

（株）修成建設コンサルタント�
106-6452-1081

新構造技術（株）大阪支店�
106-6282-1281

（株）新洲�
1077-552-2094

新日本技研（株）大阪支店�
106-4706-7001

（株）スリーエスコンサルタンツ�
10726-73-5885

正和設計（株）�
1077-522-3124

セントラルコンサルタント（株） 大阪支社�
106-6882-2130

全日本コンサルタント（株）�
106-6646-0030

（株）綜合技術コンサルタント 大阪支社�
106-6325-2921

第一建設設計（株）�
106-6353-3051

第一復建（株）大阪支店�
106-6453-4321

（株）キクチコンサルタント�
1075-462-5544

基礎地盤コンサルタンツ（株）関西支社�
106-6536-1591 

キタイ設計（株）�
10748-46-2336

（株）橋梁コンサルタント 大阪支社�
106-6245-7277

（株）協和コンサルタンツ 関西支店�
106-6367-1635

協和設計（株）�
10726-27-9351

近畿技術コンサルタンツ（株）�
106-6946-5771

近畿設計測量（株）�
1077-522-1884

（株）キンキ地質センター�
1075-611-5281

（株）近代設計 大阪支社�
106-6228-3222

（株）ケーエーケー技術研究所�
106-6942-6690

（株）ケー・エスコンサルタント�
10744-27-3097

（株）ケーシック�
1072-846-4641

ケイエムエンジニアリング（株）大阪支店�
106-6222-2440

京福コンサルタント（株）�
10770-56-2345

（株）構造設計研究所�
10778-52-5125

（株）建設企画コンサルタント�
106-6441-4613

（株）建設技術研究所 大阪本社�
106-6944-7777

（株）構造技研 関西支社�
106-6303-1280

晃和調査設計（株）�
106-6374-0053

国際航業（株） 西日本支社�
106-6487-1111

（株）国土開発センター 大阪支店�
106-6770-7311

国土環境（株）大阪支店�
106-6448-2551

（株）アイ・エヌ・エー 関西支店�
106-6885-6665

（株）アキツ地建コンサルタンツ�
1078-261-9225

（株）アサダ�
106-6977-0055

朝日航洋（株） 西日本空情支社�
106-6338-3321

アサヒコンサルタント（株）兵庫支社�
10792-26-2014

朝日調査設計（株）�
106-6357-5270

アジア航測（株）大阪支店�
106-6222-2745

（株）アスコ�
106-6444-1121

（株）石居設計�
10749-26-5688

（株）ウエスコ 大阪支社�
106-6943-1486

（株）エース�
1075-351-6878

（株）エイトコンサルタント 大阪支社�
106-6397-3888

応用地質（株）関西支社�
106-6885-6357

（株）オオバ 大阪支店�
106-6228-1350

（株）オリエンタルコンサルタンツ�
関西支社　106-6350-4371

開発コンサルタント（株） 大阪支店�
106-6352-2813

（株）カイヤマグチ�
10792-67-1212

（株）片平エンジニアリング 大阪支店�
106-4807-1857

川崎地質（株）西日本支社�
106-6649-2215

（社）建設コンサルタンツ協会近畿支部　会員名簿�

2005年12月現在�

編 集 後 記 �

q

w

q


